
　

昨
年
３
月
22
日
、
新
「
出
雲
市
」
が

誕
生
し
て
か
ら
、
こ
の
一
年
間
の
歩
み

の
中
で
市
の
進
む
べ
き
方
向
を
定
め
、

今
後
の
発
展
の
道
す
じ
・
仕
組
み
づ
く

り
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し

た
。

　

特
に
、
対
話
と
市
民
参
画
の
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
、
全
市
38
会
場
で
の

市
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
、
地
域

の
現
状
や
新
市
建
設
へ
の
提
言
な
ど
を

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
域
で
は
、
合
併
直
後
か

ら
地
域
協
議
会
が
発
足
し
、
行
政
と
の

協
働
に
よ
る
『
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
』

が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
し
た
自
ら
の
地
域
の
進
む
べ
き
方
向

が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
新
市
全
体
の
発
展
と
２
０

１
５
年
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
『
21
世

紀
出
雲
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』
の
策

定
や
、
こ
の
実
現
の
た
め
の
各
種
審
議

会
な
ど
、
行
政
の
仕
組
み
・
方
向
付
け

の
検
討
の
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
加

え
て
、
産
業
、
教
育
・
文
化
、
男
女
共

同
参
画
の
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、
新

市
運
営
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
方
針
が
整

い
、
い
よ
い
よ
「
住
民
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
」「
地
域
特
性
が
光
る
ま
ち
づ

く
り
」「
地
方
分
権
時
代
に
対
応
す
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
三
つ
を
基
本
指
針
に
、

『
西
部
日
本
海
域
の
中
心
都
市
』
日
本

の
ふ
る
さ
と
新
「
出
雲
市
」
の
実
現
に

向
け
、
飛
躍
、
発
展
へ
の
本
格
的
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

18
年
度
に
お
い
て
も
、
産
業
振
興
や

農
業
振
興
、特
産
品
の
高
付
加
価
値
化
・

ブ
ラ
ン
ド
化
と
一
層
の
販
路
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
神
話
観
光
大
国
の
創
造

と
交
流
人
口
１
，０
０
０
万
人
を
目
標

と
す
る
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
取

り
組
む
た
め
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
促
進
、
風
力
・
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ

る
「
世
界
最
先
端
の
環
境
先
進
都
市
」

を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
材
づ
く
り
の
た
め
、
子

育
て
支
援
か
ら
、
幼
児
教
育
、
保
育
園

の
振
興
や
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
を
は

じ
め
、
芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
科
学

技
術
振
興
な
ど
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、「
健
康
文
化
都
市
の
創
造
」
と
し

て
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
文
化
的
な

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
福
祉
・
医

療
・
保
健
の
連
携
を
密
に
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
真

に
心
豊
か
で
活
力
の
あ
る
21
世
紀
都
市

出
雲
の
創
造
に
向
け
、
明
る
い
未
来
へ

の
確
信
の
も
と
、
真
摯
に
か
つ
力
強
く

前
進
、
前
進
ま
た
前
進
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

市民憲章起草委員会の委員などによる市民憲章記念碑
の除幕（出雲市役所前ミニ公園）

新
出
雲
市
発
足
一
周
年
記
念
式
典

市
長
あ
い
さ
つ　清楚で気品が高く、

香りもよく、また、気
候風土にも合うことか
ら育てやすいため、世
代をこえた多くの市民
に親しまれています。

　築地松や防風林とし
て、この地域特有の景
観をなし、神話のふる
さとにふさわしく、力
強く躍動する出雲を象
徴しています。

　「市の木」「市の花」は、12月から1月にかけて募集。寄せら

れた430点の中から、応募の多かった上位5種をもとに、選考

委員会で決定しました。また、選考委員の提案により、1年を

通じて育て親しまれる「四季の花」も定めました。

春 の花
サクラ

日本を代表する花木
で市内各地に名所が
あり、華やかで心を
和ませてくれます。

夏 の花
アジサイ

初夏から梅雨の時季
にかけて庭先や道端
の風景を優しく彩って
くれます。

秋 の花
コスモス

明るく親しみやすい
雰囲気で誰からも好
かれる花です。

冬 の花
ツバキ

その艶やかな彩りが、
冬のまちなみに温か
な色合いを添えてく
れます。

2広報いずも２００６．４．１３3 広報いずも２００６．４．１３

世界に誇る「環境のまち」をつくります
自然を守り、美しく清らかな心を大切にする環境のまち出雲

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

世界に誇る「健康のまち」をつくります
平和を愛し、安心で生

い の ち

命輝く健康のまち出雲

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

世界に誇る「教育のまち」をつくります
学びの志

こころざし

をいだき、ひとりひとりの夢を実現する教育のまち出雲

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

世界に誇る「文化のまち」をつくります
歴史と伝統を尊

とうと

び、未来を創造する文化のまち出雲

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

世界に誇る「産業のまち」をつくります
働く喜びをもち、地域を支え豊かにする産業のまち出雲

伝えよう　～豊かな自然と伝統を～
育てよう　～あいさつの輪と優しい心～
結ぼう　　～ご縁を世界の人と～
築こう　　～理想と夢にふくらむ出雲市を～

最優秀賞最優秀賞最優秀賞 荒木小　6年1組

■平田小　6年1組

故郷（ふるさと）出雲は、私たちの誇り（プライド）
誇り（プライド）ゲット作戦　
その1　出雲のおいしいものをどんどん食べてみよう
その2　出雲のきれいな風景をたくさん見てみよう
その3　出雲の伝統をたくさん知ろう
その4　出雲の人とたくさん笑おう
その5　出雲のコマーシャルをたくさんしよう

■神西小　6年2組

 い つまでも　 ず っといい町　 も ちろん出雲

・となり近所　声をかけあう　町づくり
・美しい自然　守っていこう　市民の力で
・語りつごう　ぼくらの自慢　出雲の歴史

優秀賞優秀賞優秀賞

豊かな自然と歴史に育まれた　神話のふるさと出雲の國

わたしたちは　出雲を愛し　自然と歴史文化を受け継ぎ

後世に伝え　夢と希望をもって　未来へ羽ばたく出雲を

創造するため　ここに市民憲章を定めます

出 雲 市 民 憲 章

▲

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
を
受
け
た
子
ど
も

た
ち
に
よ
る『
わ
た
し
た
ち
の
市
民
憲
章
』

の
発
表

　未来を担う子どもたちが、新出雲市に
ついて学び、出雲市の将来あるべき姿、
自分たちがめざす市民像について考える
ことにより、市民としての自覚、郷土に
対する愛着や誇りをもってほしいとの思
いから、市内の小学５・６年生に、学級
ごとに取り組みを呼びかけました。




